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最近の鳥類標識調査事情

井 正

現在日本で国が実施している標識調査は 1962年以来継続して山階鳥研に委託．実施されてい

るが，発足の動機は 1960年に東京で開催の ICB P総会で採択された決議事項に基づく。~は

この決議事項に促されて，国家予算措置を講じて発足させたのである。当時の日本はパンディン

グに罵して欧米諸国より遥かに遅れた未開発国であった。標識調査の元締め役で，年間約 60万

円ほどの予算作成を担当した課長が「なぜ当課は，学者の自己満足のようなこの仕事

の予算穫得に苦労しなければならないのかjと嘆くような有様であった。こうしたなか，標議セ

ンターの鳥研は欧米先進国のパンディングに関する資料を手当り次第求め，また米英の先輩関係

者から懇切丁寧な指導，援助を受けつつ，わが国のパンデイングの発展，充実に努め，現在に至

った。その間，各国の標識センターその他とは常に情報の交換を行ない，渡りコース等について

の確かな証拠や新知見を蓄積してきた。渡り鳥保護条約締結に関連の連絡会議においては，標識

調査の資料の交換や技術協力などは常に苛議の重要項目として扱われた。こうした標識語査の書

際牲は，特に外務省以上といってもよいほど強く発揮されたc例えば， 20数年前，北朝鮮と

日毒両国との外交関係は極めて悪く，特に，母国とは敵国的関係が継続しており，南北両国民の

交信，交流は一切禁止されていた。そうしたおり．北朝鮮動物研究所長の元洪九博士が日本の標

議烏と思って捕えた鳥が，実は，韓国に分かれて住も令怠，元柄呼教授が放鳥したカラムクドリだ

った，という出来事があった。そのことを郵便検閲機関にとがめられないよう配慮して父子に伝

え，その足環を供与したのが山階鳥研のパンディングセンターであった。また．韓国の元教授が

尊父の死を始めて知らされたのも 烏研ルートを通じてであっfこ。

鳥類標議調査の国際性は上述のように以前から著しいが，最近国際化の声をよく耳にする。筆

者の推察では，ひとつは，標識謁査に対する国の認識の変化 態勢の変化をいわれているのでは

なhかと患うコたしかに，このごろの環境庁標識担当課の国際性には目覚ましいものがあるつ

数年前，担当課長は7 ヅア途上国からどんなに要請されても，足環 1個，網 1枚でも供与は不可

能といっていた。だが今，同じ諜は，相当額（ 1 3 0万円〉の予算を計上し，フィリピンにおけ

るパンディング研修，交流を鳥研に委託した。また品質劣悪，価格数倍の足環使用を長年継続固

執していたお役人は担当課を去り， 3年前より英国製の優秀な足環の使用が可能となっ

た。以前は外国主がまるでダメという係官が多かったが，いま条約関連の国際会議において，流

ちょうな外国語でやりとりする鳥類の係官は，担当部長や課長をはじめ相当多い。このように，

標識語査に関する国の国際化は怒涛の勢いで進んでいる。 OD Aがらみだと予算がとれ易く，お

役人の手柄になるからだ，という話もある。それはともかく，これはよい変化現象である。われ

われも遅れず，この新しい波にうまく対応し，パンデイングの国際的発展，強化に努めねばなら

tJ t、つ

今年4月バンコクで開催の東アジア鳥類保護会議に出席して，アジアの途上国では， 30年前

の烏研のように，外国の指導や援助などを切に求める研究者や機関が多数存在することを痛感し

た。彼らに対して，われわれはまだ微力であるが，要請に応えて，できる限りのことをしなけれ

ばならない。さもないと，アジア地域の鳥仲筒から白い目で見られる可能性は十分あると思われ

る。冨際性を増しつつあるわが国の，さらなる努力が待たれている。
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パンディング講習会

日本のパンダ を産み育てている山階鳥類研究所の「パンディング講習会jが 10年の節目

をのりこえ．ますます活発になってきています。今回は開講以来の講師のひとりに，その意義と

警史~紹介してもらいました。

10 年 間 の 成果

L パンテイング講習会の試み

1972年，環境庁の「渡り鳥事業Jとして．

標識調査（以下パンディング）が再開されたコ

戦後のパンディングはアメリカの援助を受け

て．山島幸鳥顎研究所が実権していたが，この

援助も 1970年に終了していたので，この再ス

タ トは日本の渡り鳥研究にとって大変重要

なものであっとご

初年度の 27β00羽の標識放鳥をスタ トに．

放鳥数は 2年巨には 56ρ00羽と大幅に増加し

たz しかしその後の予算の港加にもかカーわら

ず，放鳥数Ii増えず， 1974～1980の7年間

はずっと 5～6万羽にとどまってL、た。パン

ダー数（協力者も含む）は 1972年の 50名程

から 1978年にようやく 100名程となったが，

やはりパンダーが少ないために大幅な放鳥数

の増加が望めない事は明らかであっfニ。

こうした状況の中，将来のパンディング発

要のためにはパンダー養成が急務であるとい

う考えから，初の試みとして 1978年に新潟

県福島潟 1級鳥類観測ステーション〈以下 st.)

において．講習会を試験的に行なった。

この年は宣伝もしなかった究め．参加者が

少なく，その内容も研究所員と参加者が共に

謁査を行い，必要な事項を教え合うといった

程度のものであった。もちろんプログラムな

どなく，その教え方は，技術は盗むものとい

う，載人世界への丁稚奉行と言ったものであ

ったごしかしこの講習に対する外部の関心

は患いのほか高く，翌年からの講習会の実施

は急務と理事じられた。

2 講習会のスタート

1979年， 「野鳥J・「忍たちの自然Jに

講習会の案内を掲載させてもらい，日本野鳥

の会各支部や県庁などにも案内状を出し， 「パ

佐藤文男

ンディング講習会」を正式にスタートさせた乞

その結果，福島潟 st.での秋の 2ヶ月間の講

習会に対して，全国から 53名の申し込みが

届いた。しかし，この年は開催期間中に本人

の希望日 5日聞を受け付けるという方法であ

ったため，定員調整の結果， 39人が受講で

きたにとどまった（一年以内に 18人が許可

証を取得しTこ。L
講習会の要項やプログラムなどは充分では

なかったが．パンディングに欠かせない基本

的な知識や謂査を実施するのに必要な技術，

講習会講習項目複略

I. 鳥の補筆（積場の作り方，カスミ績の張。方

・かたづけ方，鳥のはずし方，他の捕護方法，

鳥の保管，運..傷病烏の処置，保護飼育．死

亡鳥の処置他）

2. 得議放鳥｛鳥の待ち方．手渡し方，吸い方．リ

ングの付け方．はずし方．記録の記入方法，種

名の同定，年令・性別の判定．政島の方法，鳥

体調定法，穐羽の記録法，脂肪量の記録方法，

各種7 キング法｝

3. 記録・集計（歓鳥記録他 4集計〉

4. 対外関係〈鳥獣鋪重芽可申請手続法．法律更

新．報告，謂査用具の借し出し，実蒐上の注意．

回収〉

+ss閣のアログ吾ム（j朝・タ』己標識語査．日

中に室内三菱という内容である。

ηr白
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信長一2】 パンダ一致（笛力者も含む〉と
新放鳥教の関係

年度暗号V都新政鳥数〉 年度，が・ダー敏｛事斉放鳥数）

記録の記入法など‘の修得を目標としTー（こ

の内容は今日も変っていなL、）

この年の講師役を務めた忍達は，たくさん

の人が標識調査に関心を持ち，体験したり，

また自身でパンダーの資格を取って調査を実

務したいと考えている事を改めて認識した。

現在のパンディングは環境庁との 1年間契

約事業であるが，この中にはパンダー養成の

ための仕事は含まれておらず，この講習会は，

山階鳥研が将来の日本のパンデ4 ングのL発展

を考え，独自に実行しているものである。従

がって講習費は無料，宿泊費も無料，必要経

費は自炊にかかるー 1日あたり 1.000円と教材

費poo円だけである。 （このやり方は；在も
a民主 1 '* ・困柏崎」九軍｛耳慣
変っていなt'）マ 一一一「

しかし，いろいろな解決しなければならな

い問題も出てきた。最大の問題はステーシヲ

ンが狭く，寝食ー諸であったことや講習者と

講師が交替で食事を作らなければならなかっ

たこと，また講習教材（ビデオ，標本）の不

足，参加者が休日に集中してしまい，受け入

れ謂整がうまくいかなかったことであった。

a 講習会コース制となる

2年目の 1980年は 77名もの申し込みがあ

り， 63名が受講（その後 23名がライセン

ス取得）しTこ。また，ーこの年からは県の鳥獣

担当者にパンディングを理解してもらい，そ

れにより各地の調査が円滑に進むことを目的

に，福島潟 st.において， 4日閣の研修会を

開始した。この研修会には毎年 10名前後の

方々が参加， 1985年まで実施し，その後は

公害研修所で行われる各県担当者研修会のプ

【表－1l福島渇講習会受講者一覧

年度 受講者数 唱量 考

1978 8 4 バンダー養成を試みる。

1979 39 （申込53）講習会を樽肱広告を出し公募する．

l銘063 （・ 77)

1981 52 （・ 56) 100唾テスト及び不合格評価を模拡

1982 9 （・ 10) 福島露st.場主筆工事も

1983 59 （・ 68) 新福島長st.で講習念

I銘431 

1985 29 

I！褐63-l 

1987 31 

1鑓833 

合計 385人

コーぷ舗を導入（ 6コ ス実施｝

( 4 ・）

( 4 ’ 
( 4 ・
( 4 ・

1972 47人（ 27.543) 1981 146入（ 71.943) 

J 973 83人（ 50;165】 1982 202人（ 72.082) 

1974 (60,238) 1983 201人（ 86274) 

1975 36人（ 53.903) 1984 212人（ 86.804) 

1976 42人（60.743) 1985 242人（ 91,464) 

J 977 55人（ 59,375) 1986 250人（ 97,442) 

J 978 108人（54.947) 1987 259人（106』63)

J 979 142人（64,001) 1988 290人（120.581)

1980 162人（67.419)

ログラムに飢えられ，続けられている。

その後の講習会は表のように廟議に続けら

れ，徐与にパンダー数も壇加していった。

1981年からはプログラムの中に， 100種

の鳥のスライド議別テストや或績表も加え，

少しづっ，内容も充実してきた。 1984年か

らは講習会にコ ス制を導入， 5日間を 1コ

ースとして，年6コ ス（各定員 8名）を実

施した。この年見l降．年平均4コースの講習

会を実施している。このため，年間の講習者

数は減少したが，講習は同じプログラムを同

時に全員が消化していくことができるため，

きめ細い指導が可能となった。

1981年には，遠くて参加できない人のため

に，風蓮湖，下北，新浜，織田山，出水，沖

縄の各1級ステーションにおいても講習会を

実施した。その後も，織田山，嵐蓮湖，沖縄，

出水．苫小牧で講習会を実施した。この中に

は地元にある程度以上の受講希望者がいて，

開講の希望があり開かれたものがあった。こ

の場合も講習費は無料としたが，講師 2名の

旅費を参加費の形で講習者に負担してもらっ

た。講習期間は全員が地元であることを配慮

し， 3泊 4日の白程で実施した。

こうしたなか， 1982年には福島潟 st . 

の増改築が実現し，翌年からは標識作業室，

講習室，食堂，寝室等が完備し，余裕を持っ

た講習会が実施可能となった。

さて，気になるのは講習結果であるが，研

究所では結果を現在3つのランクに分けてい

る。①は各種鳥類の捕獲を許可する②は鳥屋

もしくは足環・網の所有に制限を加える⑩ま

再講習である。ちなみに， 1981～ 1988年

の8年間合格率は 86＇.£であった。これらの結
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果をもとに，研究所から各人へ「鳥獣捕獲許

可証申請jにあたり，推薦状を出している。

現在の学術研究目的の捕獲許可は「標識調

査Jと「学術研究jが主なものであるが，申

請にあたり，国が実施する審査のための講習

会のようなものはなく，書類審査だけである士

こうした現状の中で，研究所の実範している

講習会の担う役割は年今重要な位置を持つよ

うになっており．講師を兼ねる所員は慎重に

対処するよう務めているさ厳守すべき事項と

して①講師には，研究所員が必ず2名以上

であたる②判定は2人以上の講師によって

協議の上決定する③受講後， 1年以上ライ

センス取得のための手終きをしなかった場合

は再議習を受けるか．現役のパンダーの手伝

いをし．勉強しなおきなければならない等で

あるこ

また，パンダーの参考資料として，パンデ

ィングの手引き書である「鳥類標識7 ニュア

ルjの改訂発行．さらに議官Ij編として，カラ

ー写真を携議した議別マニュアルを随時発行

するとともに，年の成果ぞまとめた年次標識

調査報告書を発行し，これらをパンダーに無

料配布し．技術向上等に努めている。また、

その専門的知識の習得のために図書の利

用を進めている。さらに．最近は特定の種

類の研究のために許可証を必要とし，受講さ

れる人が増えたが，その対象種についてだけ

許可を得られれば良いという考えから，他種

への知識や野鳥全体を扱う心がけに欠けてい

る受講生を見受ける。忍達はたとえスズメの

詐可T三けしか必要としない人ヒ対しても，倦

種の鳥に対する幅広L、知識と理解を与える努

力が必要であるという方針を持っている三

そして，最もパンダーが守らなければならな

い事項どして，その目的である調査や研究以

上に”鳥の生命を大事にする’という事を基

本教育方針ξしてドる。

パンダーの許可証は，個人申請・個人交付

I 

、＿_,., 髭＃＇量‘：；；， oik で 竺事.J-i哲理そ号電

説ミ fr＂て
が~：，__ 
... ~雪戸成決

起ふ.：ふ
・－~ ，・ 1・・ t 威令三ーを’・－－ => ‘・・・－J且 3 唱E酢’‘ー－ t .a,:.-, • .,. 1.-:c.-•- $<1= ~··勘』・e ，，ー．

＝・・一一－＂’・一
（開究室のだしている「鳥類標成））
ル（識別編）」は一般の図鑑にはない貴重な｜
データが諸積されている。 l 

であるので，研究所も取得者個人に対してだ

け，リングや網を貸し出している。このため，

調査における全責任はすべて個人にあるτ グ

ループ調査の場合でも，すべて，個々別身に

責任分担を持つ事になっている。つまり，人

まかせには絶対できないようになっているわ

けであるc

4. ζ れからの講習会

日本のパンディングは，重量近その交流が盛

んになりつつある近隣アジア諸国からも参考

にされているので．常に改良を考えて進める

必要があろう。特f三三重習会のシステムは民間

団体の開催とはいえ，すでにパンデ 4ング事

業の中に定着しており，今後，ますます重要

な役割を果していくと窓われる。

今後，講習会は要請があれば全国どこでも

開ける仕組み〈有料〉も検討すべきであり，

各地にいるベテランバンダーに講師としての

資格を持ってもらうことも重要な課逼である＝

来年の講習会は 8月に福島潟か山中湖で 1コース． 9～11月に方吋て福島寓で 3～4コース

の実施か予定されてい’ますJ

ー興味ある方は山階鳥額研究所標識研究室 （〒 27011 ）我孫子市高野山字堤根 11 5 

f電話） 0471・.82・1107 にお問い合せ下きい。
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講習会こぼればなし

「これが講習会だノ」

福島潟ステーシ言ンの講習室には「烏置き場」という場所があり．たくさんのクギが打って

あります。そこにはホオジロ，アオジ，オオジュ 1）ンといった名札がついていて，これは回収

してきた鳥を袋に入れ，つるす場所去のですτ

しかし，捕獲される種数の分だけクギを打つわけにもL、かないので，代表的な種類の分しか

クギが打？こわーていませんつそしてその中に「その他」という名札のついたクギが数本あうますτ

実はこのクギに掛けられる鳥袋が講習生にとって，やっかいなしろものなのです。

秋｝）護うも最盛期に近い，講習会の一幕っ講師の先生が，そのクギカ F らうれしそうに鳥袋を

（まずし，るらっ壬こ〉とのぞきした後，ニヤリと笑い，無造作に中の小鳥を取り出し，皆に見せ

るように差し出して， 「きて，これは何んでしょう Jと始める。全員の自が一点に向き，次の

韓関．全員の顔が緊張する二

皆，頭の中で 何だるう＿＿；. 7何だベー’ 「ムシクイ？」， 「メボソか」 ..…・…．すかさず

先生は「｛記、jと講習生に鳥を手渡してしまった3 思わず鳥を受け取ってしまった生徒は，知

議の取り．頭の中の図鑑をめくる，が間に合わない竺先生は「種類はJ』：聞いてくる＝間違っ

てbともとで「メボソーーー・ーーですか？ Jと答えると．まってましたと先生が「根拠はjとくる三

頭央線がなくて，稜が白くないか，ウ～ン…..J 

パンディングで；ま，まず種類が判らなければ足環を付けてばならない約束になっているので，

とにかく種名を決めな，tれ：：ア；らないのです＝こう hう場合は少し離れて見れ：iと，部屋の角

から双援護で見る者、出る始末，頃合いを見て先生が助け船， 「尾羽は何枚ありますか？ -'. 

慎重にカウントし． 1 0枚θょうですー， 「ピゃあ，九う事jりましたね」 ' エッ！やっぱ

りウクイスですか合そうじゃないかと患っていたんだ。でもウグイスってこλな色してました

っけjくここで解説か入る＞「種類不明のムシクイのような鳥が矯獲された時は．まず，尾羽

枚数そチニックします。日本のスズメ自の鳥Jま普通 12枚の尾羽を持っており. 1 0枚のもの

はウグイスとヤブサメ t:.!jです」一級ね，こんな風にして講習会は進められるわけですさ

また.t華習会の 5泊 6日は，いわば 24時間体制でもあります。福島潟のような規模の大き

つステ シ＝ンで，しかも網場が単純なアシ原である場合，天候が良ければ夜も績を閉じるこ

とはあタません＝こういう調査で最も注意しなければならないのは突然の強風や雨ですっ普段

；ま夜間に小鳥類が捕獲される事はないのですが，天候急変に驚いた烏が婚から飛び出し，網

にか古一る事があるからです。特に 10月下旬の日本海側の天候は気まぐれです。突然アラレが

両手っtこりもします。この場の処置は真夜中であっても，網をすべて閉じます。 60～ 80放も

ある績をたたむのは容易な事ではないので，消防士と同じく，室内チャイムで全員に非常召集

をかけます。そしてボーヅとした頭で，手分けして闇の中へ飛び出す訳です。しかし，秋の空

は気まぐれ．閉じ終って全員がステーションに戻ったころには星空なんてこともたびたびですご

もちろλ，朝：まようやく星の消えた頃に起き

て，夕方も星空になってようやく 1日のパン

ディングが終了ですから，講習会も 3日目，

4日目ともなると，講習室での講義中にほと

んどの講習生がいねむりなんてこともあるわけ

ですごもちろん，先生はしっかりと”関魔帳”

につけて幸子きます。

（山階鳥類研究所標識研究室）
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1989年度日本烏学会大会をふりかえって

森岡弘之

今年J)日本鳥学会大会；土，電Lが準備委員長を引き受．十三。最近の大会をみる壬．大会が年骨

里重大になる一方．参加者ゐ講演題数さえ多．＋オ1_;fよLとする風潮；：！一書写；こあ ：） ，そ才Lに伴って

過大な労力と準備期間と金とそ下，す，あ，fく心果てに世話人；まくだくだにくたざ才1て 大会そ

引き受・7る3；土こっご ；） 王L、う話が出る始末であっ七二これでI，研究者は自分み研究そ犠牲

’二 Lで三夫会の世話そ引き受：十るか，自分の研究を守るために大会心世話人などになるのをち

ょうちェせざるを得な＇・ ＇，トデ戸 Lにせよ，理想的な大会の運営からは：1J:i童L九

今年，J)大会で；二，従来と違っそ形態をL、くつも採用 Lそが．ぞれ：工大会の運営にあたって世

話人心労力と経費そ最小限におさえることを目的Eしだこ断っておくが， fl自身決して労そ倦

む主コで：；：t；，.＇。？？ずるのが嫌なら，大会準備委員長など引き受．＋三； .J.才勺】；まよいJ)でこ Lfニ：＿＿＿，

要るざる労力品金去を子；ナる必要がどこにあろう＝

実院の運営！：J:’こつで＇.－！＂.受付全壊・シンポジウム・講演会場・容認会・救護・会計の委員

を決め，ぞれそ：,r-_＿つ委員に分担藁囲そ任せるように L子二。つまり，シンポジウム委員三シンポ

ジウム子.＝；＋そ，会計委員！工会計ぞ：tそ責任を主つてのってもらうようにし，全体会議Ii大会数

目前；こ 1 国語ト三行：＋でるつだニニヱ〉ような再三であれ．王，多大 ））労力と時間~＜われるこ E:; 

;; : ＇筈で：！：：る c 実際，今回，］，）委員で．今年：立大会の委員となって大変であったという人；まいな

かったと号、うこ勿論，仕事である以上ソろソろ壬誓労された面：;t.'flっ竺であろうが，ちうこう

三りと言うこと：まなかっそみで：三なh乙＝

会場：±東主Z大学仁お顧ソし.，：。大会2)顎模が大きくなるにつれ，会場の入手が図書写となって

：、る。をよずいぶλそくさえみ場明を乏だってλ七が，どす：も帯に垣く売すきに長 Lて，適当

三ところ；－；少’よ士 4 つ竺τ 若手研究者三コ就議占的D学会 ED噴達号表えt"；：；，大会：土地方自治体

の常設ぞ使うよ P 大字~受っナ二？ふA よト士ぞ二 λ ，？＿.大学 J)教室~借・； fつ1 ：士会場費；：；： eまとえ

ど主!ffSi.：；コて．寄付をえ：ご集比三（てえ， 2.000円心参加費で十分にまで，三える包

Movement 
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今年度の大会の決算は，参加人員 147人，収入約 546ρ00円，余剰金約 269ρ00円〈うち懇

親会の黒字約 74β00円）であっTこ。今年度の大会の大穏な黒字の一因はプログラムと講演要旨

の費用をけちったせいだが，会場費が傾斜か冷暖房費程度の場合，参加費 1人 2,000円として，

参加者 100人（収入 20万円）あれば十分であろうっ今年度は 47人分の参加費が黒字分とな

ったわけだ。なお，今回の余剰金は学会の基金に繰り入れることにしたい。

今年の大会では，ポスタ 発表を削ったc これには，役員の一部にも反対があっTこが，忍は

ポスタ一発表はメリットもある反面、デメリフトも多いと患っている。ポスター論議，；H、ずれ

時整会をみて行なう積りだが，ひとつ言えることは，ポスタ は人気のある若手研究者には有利

だが，カーけ出しゃ年配の人には不向きということだ（実際，ポスター餐成派は若手の研究者に

多い）士

今年安の大会のもう 0とつの特徴は．講演語教を誠らしても，時間に余裕を持たせたことで

あるつそのほか，講演や参加申し込み方法を簡略化したり，いろいろと新企画を試みたが，そ

れらが良かったのか悪かったのかは参加者の判断にまかせることにしたい。しかし，問題点の

提起に役立ったのは確かであろうと自負しているコ

国際干潟シンポジウム－ 1989名古屋

竹下信雄

去る 9月 16, 1 7両日に，名古屋市にお じって筆者も同道した。

いて表記のシンポジウムが開かれ，筆者も参 鳥の生息環境として重要な干語は，ゴミ処

加しT二，主催は名古屋港の子潟を守る連絡会 理（処理技術の開発と国民すべてのライフス

（辻淳夫議長）で，本会も後援団体のひとつ タイルの問題〉，あるいはB本の建設業界の

であっT二z 圏内で干潟をテーマにしたシンポ 体質（業界のための工事）など，深い問題と

ジウムが開かれたのは 4回目， 12年振りの 関わりがあり，前者については，連絡会もか

ことである。地元だけでなく北海道や千葉 なり突っ込んだ議論そしている。この国際シ

大阪，九州など各地から 200人をこえる参加 ンポジウムの費用は，外国人招待者の旅費を

者があり. IWR B （国際水鳥湿地調査機構） 含め約 200万円かかり，すべてが各団体や個

の顧問．デレク・スコット氏（イギ I｝ス） ξ． 人の寄付によってまかなわ才1.fこという。公的

AWB （アジア水鳥湿地調査機構）の事務局 な補助金などは受けていない＝また，運営に

長、パ ラ・マグサレイ氏（フィ I｝ピン）ら 携わった人の設業なども多彩で，連絡会の運

出宥し7こ。 動の広がりを感じさせられた。

16日は現地夜察と交流会かもたれ， 17日 干潟に調達して，量近， IWRB"D1rEι 

には市内の名城大学理工学部で各種の講演が tory of Asian Wetlands”（約120011{)

あったュ各地の状況報告のほか，烏に照らず．

水質，干語の物質循環，汚水浄化の実践など，

発表はいずれも興味深かった。名古屋港でほ，

最後の自然干渇となってしまった藤前子爵

（日光川と庄内JiIの河口）に，名古屋市によ

るゴミ処理のための埋め立て計画があり，藤

前干潟の保存を求める宣言が議場一致で採択

きわた＝

1 8日は，その宣言を持って，辻．スコッ

ト， 7 グサレイ氏らが田村史雄名古屋市環境

事業局長と小塚道夫愛知県環境部長らに面会．

干潟の保存を訴えたご連絡会のメンバーに漫

-7 

三宅、

重量 i
名古屋港事事前干潟でシギチドリを楽
しむ，パ ラ・マグサレイ，辻淳夫，
デレク・スコヲト氏（左から）。

1989年 9月18日



I .WR B日本委員会は「日本湿地目録J（約

260頁. 3200円，送料 600円．済費税込み】

を発表した。後者は日本野鳥の会で入手でき

る一

「読者の J 情報 ｜ 
コーナ一一」

．左足の不自由なセイタカシギを

見つけて下さレ！

1989年 7月．愛知県渥美郡田原町の休耕

田でセイタカシギが安殖し. 2羽の幼鳥が巣

立ちましたe 内， 1羽は左足が不自由でした

が，この「足をひきずって歩くセイタカシギj

の今後の移動先について知りたいと思ってい

ますc 見かけられた方は下記までご連絡下さ

るようお扇い致します。

〒441-35愛知県渥美郡赤羽根町高松字

一色 4 大羽寮利

セイタカシギの親子

esou.osN Aの会費を

共同送金しませんか

会員の皆さんの中には，イギリスのBOU  

（英国鳥学会）やアメリカのOSNA (AO 

U，クーパー烏学会，ウィルソン鳥学会，野

外鳥営者理会の 4つの鳥学会の共同額縁〉の

会員になっておられる方も多いと思います＝

そろそろ会費納入の季節ですが，送金はどう

されていますか。

銀行で小切手をつくってもらえば2,.500円，

郵便局でも 800円勺クレジァトカードは使えな

い。 4,000円程度の会費を送るのに，あまり

にパカらしい手数料だと思いませんか。そこ

で鍵案ですが，皆で一緒に送りませんか。何

人かまとめれば，一人当りの手数料はかなり

安〈なりますし，手間も省けます。

趣旨にご賛同の方は，各会の会費拡い込み

なお，連絡会の連絡先は，

（〒 465) 名古屋市名東区社台 2-212

辻淳夫方。

千 350-02）埼玉県入間郡鶴ケ島町松が丘2

9-33-202上回恵介あてにお送り下さい二

まとめて送金し，各人に会費＋実費（頭割り）

の請求書（振替用紙）を送りますので．その

時点で，弘の郵便振替口座へご入金下さいー

これまで大賢市大関係でまとめて送っていますが，

特にトラブルはありませ～新規入会もお世話しま

すので，ご連絡下さい。 （上田恵介）

一一一一補助金の公募

伊藤基金による第 20回国際鳥学会議参加

補助金を公募しています。申請締め切りは本

年 12月15目。応募資格は，締め切り日に

満 40才以下の会員で，上記の会議で口頭

発表，ポスタ 発表またはシンポジウム講演

を行う者。補助金額l;l:1人 25万円乞その他

の詳細はニュース 31号を参照のこと。申E青

書の様式l主会誌 37巻 4号にあります。英文

摘要の書き方は特に規定がありません。

（基金運営委員会）

訂正

3 1号の鳥学ニュ スで，第 20回国際鳥

学会議の参加費は， 1989年9月1日までNZ

SI 30 .それ以後Sl80と記載したが，こ

れは ICBPへの参加費の誤りであっfこ。もし

この記事をみて I0 Cの参加費を弘いこまれ

た方があれば，本会事務所の豪岡までご連絡

下さい。なお， I O C事務所から最近 Final

Circularが届き， I0 C参加費は 1990年

3月31日まで 1人NZS 6 95，以後S900. 

学生会員はS250，同伴者はS325と決っTこ。

参加希望者は下記に資料を請求して下さt、。

20th IOC, Conference Makers 

Limited, P.O. Box 9126, Newmarket, 

用紙（ 1990年要分が届いているはず〉じ必要 Aucklan:1, New Zealand。

事項を記入して， 12月10日までに（必着）， （森岡忠之）
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｜研究室紹介＠｜

森林総合研究所東北支所 鳥獣研究室

白井正敏

当支所は盛岡市北の郊外．岩手山（標高 2.041町）の東饗に位置し， 東北農試をはじめ国，

県，大学の多くの研究所，実験室場に囲まれ，自然的．社会的な研究環境条件に恵まれている＝

去年の 9月までは林業試験場東北支場という名称であったが，社会的要請の変化を受けて，森

林，林業，林産を統合的に研究する上記の名称に改組された。当研究室は 1969年に発足し，

鳥獣に関する全般的な研究を行うことが定められている。

スタァフは最高 5名の時期もあったが，その後の行革と林野庁への派遣などで，現在は 2名

Eなり，補充待ちの状態にある。これまでの主な研究課題は，森林獣害の防除，森林有益鳥類

の生態圭保護．鳥類のセンサス法の開発，震作物の鳥害防除などであったで

混在の研究内容は大きく分けて，＠冷温帯の野生鳥獣の保護管理技術の確立，②奈林獣警の

実態と防除を柱として，⑨その他トピック的課題及び④受託研究の 4グル プあるc ①ではブ

ナ林等の鳥類群集．シジュウカラ類 ツキノワグ？の生態など ②ではノネズミの人工林．天

然更新への被害，カモシカ害など，③では都市近郊林の鳥類生態，マツノマダラカミキリの天

敵としてのアカゲラの役割と保護など，④ではクマグラの分布実態，自然保護地域の鳥類調査

とプーニング手法などがある＝

森林総合研究所の鳥類部門のスタッフは，筑設の本所に 5人，北海道に 1人，東北に2人の

計8人のみであり，南の地方は皆無である＝従って東北支所ではあっても，東北のことだけや

っていれば良いというわけにはt、かず．基護技術をはじめ 常に全国的視野で森林烏懇の保護

管理のための有効な技術そ調査研究しなければならない立場にある会しかしスタフフが少ない

こともあり，長年続けているシジュウカラの研究を除き 鳥種別に社会構造や個体群動態そ詳

しく分析する余裕はなく，従って群集単位の調査分析にもとづく鳥類保護のための森林の取扱

いと言ったアプローチが主力になっている。従来は繁殖銀だけ調査して，あとの半年はデスク

ワークであったが，最近はクマゲラ，アカゲラをはじめ，秋冬の調査も多〈，騒が殆んどなく

なっているご

当研究室の研究データの主産地は長い間，支所側ヒ7kmにある滝沢鳥獣試験憶であった惇高二

ここでは 1961年から巣箱によるシジュウカラの繁殖生態調査が継続され．また繁殖鳥類のなわ

ばっ主図法調査や，鳥類の餌生産量謁査が 20年近く行われてきたz しかし残念なことに，土

地の所有者が国であったため，その経営改善の一助として 1986年に売却されてしまったこ

その後しばらくは調査が可能であったが，本年春に定4大学や県のネイチャ センターが築造

されたため，環境が変り，人の出入りも多くなって従ー前

の研究が続けられなくなっている二

滝沢試験地の代り圭して，離れた2カ所の若い人工林

に各 50haずつの謁査地を借りて再び調査を開始したと

ころであるが，維持管理や通勤に子間ひまがかかり，因

った状況にあるc 国立の研究機関では．自由に長期間使

える自前の試験地を身近に保有すべきものと考える。

森林総合研究所はいま世代交代の時期にあり，若い研

究者がどんどん入つで来れる情況にあるτ 国家公務員 1

級駿株掌の試験に通って入所されんことを期待するもの

である（選考採用の手もある） ' 
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｜講演会｜く日本鳥学会主催〉

カムチャツカ半島にbけるガンカモ類と

シギ・チドリ類の渡りについて

講師：ゲラシモフ簿士（ゾ達科学アカデミー） 日時： 1989年 12月2日仕〕午後 2時～4時

場所：国立科学博物館分館・資料館会議室 （東京都新宿区百人町 3-23-1)

交通： JR山手線大久保駅・ JR中央線新大久保駅下車 徒歩約8分＜次頁地図参照＞

｜津戸基金によるシンポジウムl
テーマ セキレイ 3種の社会構造の比較

日時： 1989年 I2月9目的 14時から 10日（日） 1 7時まで 場所：大阪市立大学理学都会妻室

I. 種間の比較（問題提起） 1 2月9日日当 14: 0 0～ 17:00 

京都におけるセキレイ 3種の冬期の空間配置と優劣関係：大迫義人

水戸市におけるセグロセキレイとハクセキレイの社会構造の比較ー繁殖期における峰雄の

行動差・冬期のなわばり：中村秀吉主

宇都宮市におけるセグロセキレイとハクセキレイの環境選好と社会構造：樋口広芳

2. 各種の社会構造 1 2月10日（日〕 10:00～ 1 2: 3 0 

福井市におけるキセキレイの社会構造：林哲

長野県梓川におけるセグロセキレイの繁殖生活：市川武彦

京都市におけるセグロセキレイの社会構造一配偶関係，幼鳥の分散，な村まり確立の過程 ：カ皇義人

ハクセキレイの社会構造一北海道羊蹄山山穫における繁殖期・多摩川思互における冬期：漬忍直人

a 社会情造の規定要因 13:30～ 17:00 

長野県裾花川におけるキセキレイの子育て：市川武彦

福井市におけるキセキレイの繁殖活動の峰雄差：林 哲

山形市におけるセグロセキレイのテリトリーの特徴 繁殖期における餌の量と行動璽との

関係・秋期のテリトリー確立の意義 ：佐守木 均

埼玉県桧山市におけるセグロセキレイの共同ねぐらと昼間の分布：内田 博

京都市におけるセグロセキレイの子供の性による親の給餌量の差：大迫義人

参加及び宿泊の聞い合わせは，対皇義人まで

〒 558 大阪市住吉区杉本 3-3ー138

大阪市立大学理学部・生物・動物

社会学研究室

研究室 TEL 06-605一－2584

自宅 TEL 075-643-3173 

シンポジウム会場への交通

阪和銀杉本駅より徒歩 5分．又は

地下鉄御堂筋線我孫子駅より

徒歩 15分，タクシー 5分
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‘ 
｜ポスター発表会および忘年会のお知らせl

今年度D大会ては.;r,J毛タ一発表が出＊なかったので．主E禾に;f.スタ ーの発表会とJ忘

年金を認定します．ふSもて‘ご喜喜加下き~'o 
臼玲 ：1989E12月23目白ヨ

湾 問 ：示スタ一発表 I 4: 3 0～ 16: 3 0 

吉年金 I 7: 00～ 20:3c 

主喜 存7 ： ：立教文学－lfi教育部 12 号館 r→記地図参照〉（池袋~徒歩 5分）

否主I.£雪 ：2守00内 (I.こどし発亥者．話持参の方.fH受f幸喜主の方－1.0 0 0円〉，酒

＆科三発参υ方．発安全のみ書加の万I;.3 00円。ヒ・－，！.！＆ヅsース．ぎ子の科事Z宿主主します。

正i!L込み ：ハ方・ェに，住所，氏名，電話零号．ぷスタ 一発去の：寄生霊．示スターのタ

’ト， 看 ・斜克子寺主きの有祭.... dきいて， l 2月108までに

〒：”l E島区西地哀3 SL京大学一綬きを育 上 回 恵 介 迄

ιe “ Lニリ f 主い白〆切伎，立教大学へ.n~内~デログラム；事~お送りします。聞

い合作宅計二上回三で〈研究室 03-985-2596，自宅0492-87-7059）。

3主びかけ人 ：i誇民弘之 ・上回恵介〕

・12il23B（土〉の会場

・12月 12日 〈土〉の会場

！シンポジウム ｜
『都 会の 烏 たちの 夜 J 主催記市弓研究会

後援 B本烏学会

l. 8 時 1990年 1月13目 白 2：：：き30分受付（3時間会〉～6時3057 

2. 場 所 立教大学 (JR山手緩「池袋摂Ji§ロ下京．徒歩約5分〉

4号館（ 3借の430-1号室）

3. 2王将t:C 3 00円〈「都市兵絵はがき d 代を含む）＜上記地図参照＞

-1. 話題渠侯 〈司会〉唐沢孝一 ・川内博

f塁己市鳥にとっての都市の夜の意味』

『ハタセキレイの吾：；r言烏ftと集団湾』

『ムクドリの集団潟と都市環噴』

『港外での都市鳥＿.；：場研究の紹介』

唐沢孝一氏

中村一恵氏

起川重治氏

大庭健二氏

5. 逗：5先書S市烏研究会事護局 〒351-01 お光市本町31-16-901

TEL 04 84 -6 2--; 141 
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匡三3
普通会 費 を 5千円 に 改 訂

きる 9月， ~~fflDW.銘大学理念E1flで聞かれた 198 9 £手段ヰ学長大会総会において.t普通会

脅の改訂が絞まりました。現在の 4子円 （8 2年寝から逗え置主｝から子内あがり．長年度か

ふS子円になり ;tす。入全金子円 f学生t;t免除）および緩f寺会台 1口1万円ti.変。り三せん．

すで1：来年以降の会tきを前払いした万CJ.，麦重富ぞいたた〈乙去にfよります。

今岨の~訂J）§的 l;t ，烏学の発震を目tす本会の活動を．珍：のとおり積E量的にすすめていく

ための Lのです。

1. 定続発行していφr~学ニ z ース Ji-年 4 (i:JJ莞行するこルとし．肢に8j年度から．それ

までのま手3回ひら年4固に這やしている。

2. 定溺刊行紛てある『学会誌』そ， S芋 4 倍発行し．年間~頁も釣 2 5 0度以上とする。吉の

高い詮文の設摘が培えており．種多i長白 h議目して．対処してt、く。尽にri8年度I；；：，モれ

三での年 3 日発行かう年 4 日発行に認やし，~頁霊童もそれまて Ii年間約 160~tごつにが，

2 5 S乏であっfこ。

ヲ 主eIE号flこ窃 1阿そ開催ι勺 r居眠堅烏守：七 tナー：.¢戸袋金に主る「／／デデヲム

~if,基金による「国際烏学会~参加補助』を今後らfit詩的して t 、く。そ孔らのfi金，..送金

や－~至監の主主助金によることを考えているが．義信苓の事主事経費（;t ，本会の通常会計から支出

する。

.：.互い与示「日本F豊島常呂録宗 6臨Jrn学用語.fJlJ警の刊行命I忍えており．出夜社との還

さ耳で発行する計南であるが，起集等の必翁の費用i手．広会の通念会計から支出する。

なお．『字会誌JfA学ニュースJの発行程鐙t立，阪に会白ひとりあたり．年間4子 2百円

そこえています。 88年度不θ通常会話H罰毒益金は約 75 0万円るり，前年度よりら増加し空＇..，

fこが．その主主由i手織的会習の~人命t多かったこと．会費の前払いが.:wえた二とによる一時的な
一・ ・？？宅すー． ‘ 、。

【会 費の納入 につ いて 】

会ミ色白介入t丈＆，ニ． 主主，，.ふの郵送告の宛名ラべルの氏名のドに記入さ礼ています。必ずラ

ベルヂ詫認して下主 L 、会聖堂を溺·~輸入すると，会計入力作誌が倍増します。起tt~tt己：；いよ

うに鉄人重要を合りせて下6L、。ラベルに．会脅についての記霞が年い渇合r:t.今年度の会費が

納入演みというこ，Eです。乙J.)場合；:t.晶子円そ1Lい込んで下 ＜：： l、O lru記の2：うに．すでに

＝三年度会告を的入されている考会Ii，差額"cfLい込んで下さい。

なお．予ベルのJc~l'i，払い込み時の約一ヵ月前時点のしのとなっています。会費杭入局tt.

郵便苦言込与を利用して下さい。会費は前続制で7・ if.＋：’e 没年度の会脅納入そ正；履いし空す。

監事 の選出方法の改訂について

従来．学会役員！，＇.）監察は．よ手五孟 JとらJ6守Eこ己主3』よる逗Jム二よって這起してい乏した。しか

し．同一人が．監事と若干議員の両方に還出＜：n.：る寝台が多く．その場合には．会則により .号

~§をSBをすることになっていま＇.，；.こ．従って ， 監事当選者Fの原位が著しく低いと言合が生じて

しまいます円三七 選苧》エ岳会.Lヂしち会計監査に詳しい人t／選せさ孔るとは店主り三せん．

そこで． ．藍重要｛菖．会員のφから会頭が評議員の承包を経て任命する ”主う 1989年度長会で

金!!IIが変更さ fま s セー ct訂さ T＇.，二主主コ！と内定11.近守学会誌・6こ持母C』ぜミす．

烏学ニ ュ ース }.; 0. 33 
1989年 II月l5日発行 会員配布〉

発行if, 日不 足 学 金 子160）東京都事宿区s人al:3 23-J 

国立科学14訪鐙分館内 〈重量主主｝ 東京 1-6599
f電話） 03(364) 2311 

発行久 黒田長久 這気者 川内湾 ・長谷川湾 印刷新 文芙註日制
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